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所得を流す潅漑政策としての社会保障 

呼び水政策と潅漑政策の相違とは 

 

自由民主党 

国家戦略本部 第 1 分科会 成長戦略 

2011 年 2 月 15 日 12 時より 

於 自民党本部 7 階 702 号 

慶應義塾大学 商学部 

教授 権丈善一 

 

１．医療、介護、保育、教育の現物給付の意味 

２．経済成長とは？ 

 なぜ、日本の医療や介護の生産性は低いのか？ 

本レジメ４－５頁添付「医療や介護の生産性低迷」『日経新聞』2011 年 2 月 7 日 

 生産性という概念の再考 

 付加価値と利潤の相違 

 利潤極大化行動と合成の誤謬――企業が主導権を握る政策形成のリスク 

３．潅漑政策としての社会保障 

 ゲゲゲの女房と経済成長――イノベーションと消費の飽和 

 資本主義の深化と需要不足という病理 

 人口減尐による需要不足の加速 

 公共政策として可能な成長戦略――消費性向の操作と政策の累積効果 

 ケインズの予測 

 消費性向を高める政策としての再分配政策 

４．ビルトインスタビライザーとしての社会保障 

５．創造的破壊を促す社会保障――セーフティネットと労働市場政策 

６．日本の国難――財政再建、デフレの克服、そして社会保障の機能強化 

７．段階的消費税引き上げ 

以上 
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下記の文章の配置場所 http://kenjoh.com/korunakare_index.htm   

 

全体に関する文章 

勿凝学問 354  要するに、社会保障をケインズが語るかフリードマンが語るかなんだよな

――1月 25 日の閣議決定「新成長戦略 2011」を眺めてのちょっとした感想 

各論に関する文章 

１．医療、介護、保育、教育の現物給付の意味 

勿凝学問 338  保険外併用療養費制度という言葉は暗記してもらおうかね――白黒は

っきりせず、一言でも言えない話  

２．経済成長とは？ 

 なぜ、日本の医療や介護の生産性は低いのか？ 

勿凝学問 96  医療の生産性向上は国を挙げての課題！？――診療報酬を引き上げ

れば医療生産性は上がるよ  

 生産性という概念の再考 

付加価値と利潤の相違 

勿凝学問 353  先進国なんだから、価格競争で勝とうなんて思ってちゃいかんだ

ろう――独占的競争市場で付加価値を稼ぐ努力をせねばな 

 利潤極大化行動と合成の誤謬――企業が主導権を握る政策形成のリスク 

３．潅漑政策としての社会保障 

勿凝学問 172  積極的社会保障政策という景気対策――社会保障重視派こそが一番の

成長重視派に決まってるだろう 

勿凝学問 322  小さな政府で成長するって、どういうふうにやるんだ？――ゆたかな

社会における３つの経済運営 

 ゲゲゲの女房と経済成長――イノベーションと消費の飽和 

勿凝学問 332  ゲゲゲの女房と経済成長――消費の飽和と消費性向の国民所得へ

の累積効果 

 資本主義の深化と需要不足という病理 

勿凝学問 323  無人島で商売をしろと急かしても無理があるだろう 

 人口減尐による需要不足の加速 

 公共政策として可能な成長戦略――消費性向の操作と政策の累積効果 

勿凝学問 345  成長戦略という名の産業政策を僕があまり好きでない理由  

 ケインズの予測 

 消費性向を高める政策としての再分配政策 

勿凝学問 313  足りないのは、投資か消費か？――誤解の源はケインズの言葉だ

ろうな 

４．ビルトインスタビライザーとしての社会保障 

http://kenjoh.com/korunakare_index.htm
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare354.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare354.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare338.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare338.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare96.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare96.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare353.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare353.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare172.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare172.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare322.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare322.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare332.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare332.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare323
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare345.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare313.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare313.pdf
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５．創造的破壊を促す社会保障――セーフティネットと労働市場政策 

勿凝学問 352  2004 年改正年金法施行日朝刊の記事――保険料を上げることは、それ

に耐えうる企業に労働者を雇ってもらいたいということ  

６．日本の国難――財政再建、デフレの克服、そして社会保障の機能強化 

勿凝学問 317  今や、デフレだけが、社会保障の味方――敵の敵は味方という話 

勿凝学問 320  財政再建と社会保障機能強化、要するにこういうことだ――先日の健

マネ講義で、脱線して話したこと 

７．段階的消費税引き上げ 

勿凝学問 302  インフレ・ターゲットよりも消費税の段階的引上げの方がマシという

話だ 

 

勿凝学問とは？ 

 

『年金改革と積極的社会保障政策――再分配政策の政治経済学Ⅱ』(2004)の「はじめに」

より 

本書をまとめるにあたり、『勿凝学問』〔学問に凝る勿れ〕というコーナーを設け、そこに

は、最近書いた随筆やインタビュー記事をおいた。「学問に凝る勿れ」とは、1890 年に慶

應義塾に大学部が設置された開設式における福澤先生の演題である。慶應義塾大学を開校

するという記念すべきまさにその日に、第一期の入学生を前にして次のように話す福澤先

生の痛快さは堪らない。   

    

    

  「之（学問）を好むと同時に学問に重きを置かず、唯人生の一芸として視るのみ。

学を学んで人事を知らざるは碁客、詩人の流に異ならず。技芸の人に相違なしと雖も

人生の完全なるものに非ずとて、物に触れ事に当たりて常に極言せざるはなし。〔中略〕

学問に重きを置くべからざるとは、之を無益なりと云うに非ず、否、人生の必要、大

切至極の事なれど、之を唯一無二の人事と思い、他を顧みずして一に凝り固まる勿れ

の微意のみ」    

  『福澤諭吉著作集』第五巻所収    

    

 わたくしの雑文や雑談をひとつにくくる呼称を求めて案じているとき、ふと『勿凝学問』

がひらめいた。それがこの企画の由来である。この「はじめに」につづく次のページは、『勿

凝学問』という新企画に収めた「思想と酩酊体質」からはじまる。二年以上も前に書いた

この随筆には、いま読み返してみると社会保障研究というわたくしの仕事に対する基本的

な姿勢が記されているように思える。   

 

http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare352.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare352.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare317.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare320.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare320.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare302.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare302.pdf
http://www.keio-up.co.jp/cgi-local/bookslink.cgi?isbn=ISBN4-7664-1061-0
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/sisou.pdf





